
も   く   じ

❶ 平成29年度支部地区社協活動研究集会・在宅ケアチーム員研修会… ……	2〜3

❷ 子どもへの支援勉強会・避難所開設運営研修会・ちょっといい話……………	4

❸ 子育てママの応援講座・ひとり暮らし高齢者ふれあい訪問事業…………	5

❹ ボランティアセンターだより… ……………………………………………	6〜7

❺ お知らせ… ……………………………………………………………………	8

うまくできるかなぁー （子育てママの応援講座）

編集・発行

No.35

2018. 3 .30
社会福祉法人笠間市社会福祉協議会広報委員会　笠間市美原3-2-11　TEL.0296-77-0730
E-mail  info@kasama-syakyo.jp   URL  http://www.kasama-syakyo.jp/

この広報誌は共同募金の配分金を受けています。

撮影　畠山



て
く
れ
る
？
」
と
聞
く
と
「
９
人
が

助
け
て
く
れ
る
」
と
の
答
え
。

　
迷
惑
か
け
上
手
も
必
要
と
考
え
る

　

福
祉
の
出
発
点
は
助
け
が
必
要

な
本
人
で
、
主
導
権
は
当
事
者
が

握
っ
て
い
る
。
確
か
に
相
手
か
ら

「
ほ
っ
と
い
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た

ら
や
り
に
く
い
。
甘
え
る
こ
と
、

迷
惑
か
け
上
手
に
な
る
こ
と
も
必

要
と
考
え
よ
う
。
当
事
者
が
あ
れ

し
て
ほ
し
い
こ
れ
し
て
ほ
し
い
と

言
う
と
周
り
の
人
は
や
り
や
す
い
。

　

助
け
ら
れ
上
手
に
な
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
善
意
を
断
わ
ら
な
い
、

助
け
ら
れ
た
ら
あ
り
が
と
う
と
言

う
、
自
分
の
問
題
を
オ
ー
プ
ン
に

す
る
、
助
け
て
と
言
え
る
相
手
を

一
人
は
見
つ
け
る
、
助
け
合
い
の

グ
ル
ー
プ
に
入
る
な
ど
。

　

助
け
ら
れ
た
経
験
が
な
い
と
助

け
ら
れ
る
側
の
気
持
ち
も
分
か
ら

な
い
。
助
け
ら
れ
上
手
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
助
け
上
手
に
な
る

た
め
に
も
大
事
な
こ
と
。（
藤
森
）

　

昭
和
54
年
４
月
よ
り
発
足
し
活
動

継
続
し
て
い
る
北
川
根
支
部
の
福
祉

活
動
に
つ
い
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
い
な
が
ら
報
告
し
ま
し
た
。

　

支
部
の
行
政
区
は
33
区
、
事
業
方

針
「
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
す
べ

て
の
住
民
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地

域
づ
く
り
」
の
も
と
、
主
に
支
部
委

員
（
区
長
）、
北
川
根
小
学
校
、
友

部
第
二
中
学
校
、
そ
し
て
市
社
協
や

各
種
福
祉
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

◇
組
織

　

・
役
員
は
、
支
部
長
・
副
支
部
長
・

会
計
・
監
事
・
顧
問
の
９
人

　

・
支
部
委
員
は
、
各
行
政
区
よ
り

　

・
福
祉
推
進
員

　

・
女
性
部
59
人
（
支
部
の
担
い
手
）

◇
主
な
活
動
（
事
業
）
内
容

１　

小
中
学
校
と
の
連
携

　

◦
小
学
校
と
は

　

・
学
校
訪
問
で
の
意
見
交
換
会

　

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

　

・
収
穫
祭
で
の
協
力

　

・
登
校
時
の
見
守
り
活
動

　

◦
中
学
校
と
は

　

・
学
校
訪
問
で
の
意
見
交
換
会

　

・
家
庭
科
授
業
の
サ
ポ
ー
ト

　
　
（
学
校
よ
り
要
請
が
あ
る
時
）

２　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
が
果
た
す
地

域
交
流

　

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

・
毎
年
、
小
学
校
の
４
年
生
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交
流

３　

合
同
茶
話
会
（
移
動
サ
ロ
ン
）

４　

在
宅
福
祉

　

◦
配
食
活
動
（
毎
月
１
回
程
度
）

　

・
女
性
部
員
が
交
代
で
調
理

　

◦
歳
末
見
舞
金

５　

研
修
交
流
会
他

　

・
支
部
研
修
交
流
会
・
女
性
部

研
修
交
流
会
・
北
川
根
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
福
祉
バ
ザ
ー

６　

支
部
だ
よ
り

　

・
年
３
回
発
行
（
次
号
で
135
号
）

　

※
法
人
会
員
に
は
、
役
員
が
配
付

し
お
礼
の
言
葉
を
伝
え
て
い
る
。

◇
今
後
に
向
け
て

　

・
地
区
別
サ
ロ
ン
の
立
ち
上
げ

等
更
に
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
新

た
な
事
業
展
開
と
会
員
相
互

の
研
修
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
き
た
い
。
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「
助
け
ら
れ
上
手
」

が
大
事
に
な
っ
て
き
た

が
、
自
分
か
ら
「
助
け

て
く
れ
」
と
言
う
人
は

あ
ま
り
い
な
い
と
講
師

の
木
原
さ
ん
は
話
す
。

長
野
県
須
坂
市
の
調
査

で
は
困
っ
た
時
に
「
助

け
て
」
と
言
え
る
人
は
３
％
し
か

い
な
い
と
い
う
。
逆
に
「
頼
ま
れ

な
く
て
も
助
け
る
（
お
節
介
）」
は

23
％
。「
頼
ま
れ
た
ら
助
け
る
」
は

72
％
と
、
95
％
の
人
は
「
助
け
る
」

と
言
い
、「
断
わ
る
」
と
答
え
た
人

は
５
％
だ
け
だ
っ
た
。

　
助
け
を
求
め
な
い
と
行
き
詰
ま
る

　

介
護
殺
人
や
心
中
が
多
い
の
は

男
性
。
一
生
懸
命
介
護
す
る
が
、

閉
じ
こ
も
る
の
で
く
た
び
れ
る
。

周
り
に
助
け
を
求
め
な
い
か
ら
行

き
詰
ま
る
。
夫
が
妻
を
、
息
子
が

母
親
を
。
孤
独
死
も
50
〜
60
代
の

男
性
が
多
く
、
こ
れ
ら
も
、
助
け

を
求
め
る
か
求
め
な
い
か
で
結
果

は
大
き
く
違
っ
て
く
る
。

　

あ
る
要
介
護
の
夫
婦
。
妻
は
病
院

通
い
、夫
は
車
イ
ス
で
助
け
が
必
要
。

「
10
人
に
声
を
か
け
て
何
人
が
助
け

記念講演　講師　木原孝久様
「助けられ上手さんになるために」

　

１
月
27
日
（
土
）、
笠
間
市
友
部

公
民
館
で
、
支
部
地
区
社
協
活
動

研
究
集
会
・
在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
員

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
は
「
よ
り
よ
い
活
動
を

め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
、
支
部
社

協
３
地
区
（
稲
田
支
部
、
北
川
根

支
部
、
下
安
居
地
区
）
か
ら
の
活

動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
2
部
は
「
助
け
ら
れ
上
手
さ

ん
に
な
る
た
め
に
」
と
い
う
演
題

で
、
住
民
流
福
祉
総
合
研
究
所
長

の
木
原
孝
久
さ
ん
に
よ
る
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。

木原孝久さんのプロフィール
住民流福祉総合研究所長

　東京生まれ。早稲田大学第一政治
経済学部卒業後、中央共同募金会な
どを経てフリーに。40 年以上、住
民流の福祉のあり方を追い求め、セ
ミナー開催、講演などで伝えている。
　住民流福祉実現の具体策として

「ご近所福祉」「助けられ上手」「お
つき合い革命」などの普及に力を入
れている。

友 部
地 区

北
川
根
支
部
長　
　

鈴
木　
　

裕

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
地
域
交
流

　
　
　
｜
福
祉
活
動
の
報
告
｜

平成29年度

小学４年生と高齢者の交流
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下
安
居
地
区
は
旧
岩
間
町
で
岩

間
駅
よ
り
約
８
㎞
の
と
こ
ろ
に
位

置
し
ま
す
。
人
口
２
７
０
人
、
世

帯
数
79
戸
と
い
う
高
齢
化
の
高
い

地
区
で
す
。

　

設
立
は
平
成
22
年
で
８
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。

◇
活
動
の
内
容

　

研
修
会
・
子
育
て
支
援
・
祇
園

祭
り
・
盆
踊
り
・
敬
老
事
業
へ
の

協
力
・
三
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会

な
ど
で
す
。

１　

研
修
会

　

・
研
修
会
は
潮
来
方
面
で
鹿
島

の
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

２　

子
育
て
支
援

　

・
子
育
て
支
援
は
小
学
校
の
入

学
児
童
に
さ
さ
や
か
な
お
祝

金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

３　

祇
園
祭
り

　

・
祇
園
祭
り
は
小
中
校
生
が
中

心
で
み
こ
し
担
ぎ
で
全
戸
を

廻
る
も
の
で
す
。

４　

敬
老
事
業
へ
の
協
力

　
・
敬
老
事
業
の
食
事
は
婦
人
部
・

社
協
・
育
成
会
の
方
々
が
協

力
し
て
地
元
で
と
れ
た
野
菜

を
持
ち
寄
り
手
作
り
の
お
弁

当
で
す
。

５　

三
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会

　

・
三
世
代
餅
つ
き
大
会
は
毎
年

12
月
に
青
年
部
・
子
ど
も
会

も
参
加
し
て
楽
し
く
行
っ
て

い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
波
が
早
く
、
各

団
体
の
役
員
そ
の
他
の
行
事
の
運

営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
状
態

で
す
。

　

な
ん
と
か
克
服
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
だ
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

下
安
居
地
区
副
運
営
委
員
長　
　

佐
藤　

美
明

少
子
高
齢
化
の
先
を
さ
ぐ
る

伝統を継承し未来へ向けて
稲田支部長　　長谷川　泉

　

稲
田
支
部
は
平
成
25

年
９
月
21
日
設
立
し
、

活
動
方
針
を
次
の
よ
う

に
定
め
た
。

　

伝
統
を
継
承
し
、
更
に

未
来
へ
向
け
て「
ふ
れ
あ
い
、

助
け
合
い
、
思
い
や
り
」
の

精
神
を
地
域
に
密
着
し
て

展
開
す
る
。

・
人
口
約
２
５
０
０
人

　

世
帯
数
約
１
０
０
０
戸

　

高
齢
化
率
約
35
％

　

小
中
児
童
生
徒
数

　
　

３
６
７
人

・
水
戸
線
稲
田
駅
が
最
寄

り
の
駅
で
、
国
道
50
号

線
・
北
関
東
高
速
道
路

笠
間
西
イ
ン
タ
ー
ま
で

５
分
。

・
支
部
の
行
政
区　

14
区

　

会
員
数
７
０
０
人

　

役
員
構
成

　
　

役
員
９
人
・
運
営
委
員
（
区
長
・

民
生
委
員
等
）
23
人

◇
事
業
内
容

１　

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

　

・
稲
田
の
昔
話

　

・
筑
波
航
空
隊
と
特
攻
隊

　

・
戦
後
70
年
〜
笠
間
地
域
の
太

平
洋
戦
争

　

・
徳
川
光
圀
と
稲
田
神
社
の
四

神
旗

２　

ハ
イ
キ
ン
グ

　

・
福
原
「
柊
山
」

　

・
稲
田
地
内
（
石
の
百
年
館
〜
西

念
寺
〜
稲
田
神
社
〜
石
切
山

脈
〜
ト
ロ
ッ
コ
道
）

３　

研
修
会

　

・
千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー

　

・
野
口
雨
情
生
家
・
同
記
念
館

　
　

五
浦
美
術
館

　

・
最
高
裁
判
所
（
稲
田
の
み
か
げ

石
建
造
物
）

　

・
国
会
・
皇
居
見
学

４　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問

　

・
80
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
宅
を
安
否
確
認
と
ふ

れ
あ
い
を
兼
ね
毎
年
一
月
に

訪
問
。

５　

学
習
会

　

・
親
鸞
聖
人
と
稲
田
禅
房
西
念
寺

　

・「
ニ
セ
電
話
」「
空
き
巣
」
に
ご
用
心

６　

敬
老
祝
賀
会（
対
象
者
５
０
０
人
）

　
　

式
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

７　

広
報
誌
の
発
行

　
　
「
稲
田
支
部
だ
よ
り
」
年
２
回

発
行

　
　

創
刊
号
平
成
25
年
10
月
10
日

平成29年度

岩 間
地 区

笠 間
地 区

みこしを担ぐ若者

三世代での餅つき

敬老祝賀会でのフラダンス
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一
般
社
団
法
人　

栃
木
県
若
年

者
支
援
機
構　

代
表
理
事　

中
野

謙
作
氏
を
迎
え
て
、
２
月
28
日

（
水
）、
参
加
者
32
人
で
「
子
ど
も

へ
の
支
援
勉
強
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
平
成
28
年
度
茨
城

県
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
率
は

13.9
％
（
18
歳
未
満
の
７
人
に
１
人

が
生
活
困
窮
家
庭
）。

　
「
生
活
保
護
・
不
登
校
・
窃
盗

な
ど
表
面
に
見
え
る
部
分
は
氷
山

の
一
角
。
ニ
ー
ト
・
い
じ
め
・
夜

間
徘
徊
・
発
達
障
害
・
家
庭
内
暴

力
・
機
能
不
全
家
族
な
ど
見
え
な

い
部
分
に
は
困
難
が
た
く
さ
ん
あ

る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

子
ど
も
・
若
者
・
困
窮
者
支
援

の
基
本
は
学
ぶ
・
食
べ
る
・
働
く

こ
と
で
、
学
習
支
援
は
子
ど
も
支

援
の
核
の
一
つ
で
あ
る
。
子
ど
も

食
堂
で
は
「
家
族
の
食
卓
」
の
体

験
を
さ
せ
、
最
後
に
就
労
体
験
を

通
し
て
就
労
支
援
を
行
う
。

　

学
習
支
援
や
子
ど
も
食
堂
を
す

る
理
由
は
、
①
生
活
支
援
か
ら
自

立
支
援
に
つ
な
が
る
②
相
談
で
き

る
人
・
相
談
で
き
る
場
を
つ
く
る

　

２
月
21
日
（
水
）
友
部

地
区
社
協
の
６
支
部
の
役

員
約
40
人
が
出
席
し
、
友

部
社
会
福
祉
会
館
で
研
修

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ

か
ら
地
域
で
暮
ら
す
中
で

の
生
活
課
題
を
、
支
援
す

る
側
・
受
け
る
側
の
立
場

に
立
ち
、
各
支
部
で
も
話

し
合
い
考
え
る
場
を
設
け

て
い
た
だ
き
、
身
近
な
地

域
で
誰
も
が
助
け
合
い
支

え
合
え
る
支
部
づ
く
り
を

進
め
て
行
く
手
段
の
一
つ

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で

す
。

　

初
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

茨
城

県
防
災
士
会　

志
村
謙
一
防
災
士

の
、
映
像
を
使
っ
た
講
話
を
聞
き
、

①
避
難
所
開
設
・
運
営
研
修
説
明

②
避
難
所
の
部
屋
割
り
訓
練

③
避
難
所
生
活
ル
ー
ル
作
り

④
各
班
発
表

⑤
質
疑
応
答
・
ま
と
め

と
、
講
義
が
進
み
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
支
部
ご
と
に
学
校
の

見
取
り
図
を
使
っ
て
避
難
所
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
を
想
定
し
て
話
し

合
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

⑴
施
設
の
使
い
方
や
図
面
を
使
っ

て
、
部
屋
割
り
を
考
え
る

こ
と
で
、
本
人
に
安
心
を
つ
く
る

③
個
々
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と

で
誰
も
が
社
会
生
活
に
適
応
で
き

る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、居
場
所
づ
く
り
・

子
ど
も
食
堂
・
就
労
体
験
な
ど
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
や
若
者
の
求

め
る
も
の
を
作
り
、
入
り
口
で
あ

る
相
談
か
ら
出
口
の
就
労
等
の
自

立
ま
で
を
一
貫
し
て
支
援
し
て
い

く
こ
と
で
あ
る
。

　

自
ら
ヘ
ル
プ
や
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
せ

る
こ
と
が
大
切
。
で
も
、
家
族
や

先
生
、
友
人
に
は
な
か
な
か
言
え

な
い
の
が
現
実
。

　

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
人
・
い

つ
で
も
相
談
で
き
る
場
と
し
て
、

ま
ず
は
笠
間
市
自
立
相
談
支
援
機

関
（
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

に
相
談
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し

た
。	

（
髙
野
）

⑵
入
居
時
の
課
題
に
つ
い
て

⑶
「
生
活
ル
ー
ル
」
を
考
え
る

　

大
事
な
こ
と
は
、
学
校
が
避
難

所
と
な
っ
た
場
合
、
大
切
な
物
や

貴
重
品
な
ど
が
置
い
て
あ
る
部
屋

へ
は
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

入
居
時
の
課
題
と
し
て
、
高
齢

者
、
要
配
慮
者
、
乳
幼
児
な
ど
へ

の
対
応
は
？
旅
行
者
や
外
国
人
の

方
が
や
っ
て
き
た
ら
？
ペ
ッ
ト
連

れ
の
家
族
は
？
…
と
様
々
な
問
題

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
活
の
ル
ー
ル
づ
く
り
で
は
、

あ
る
日
突
然
に
集
団
生
活
と
な

り
、
不
安
や
課
題
が
あ
る
中
、
皆

で
助
け
合
っ
て
難
局
を
乗
り
越

え
、
復
興
に
向
か
う
た
め
に
最
低

限
の「
ル
ー
ル
」を
決
め
て
、
守
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
学

び
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
（
関
）

　

い
よ
い
よ
新
年

度
。
こ
の
節
目
に

当
た
っ
て
新
生
活

を
迎
え
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
う

で
な
い
方
に
も
初

心
は
大
切
で
す
。

　

本
来
は
禅
宗
に
お
い
て
、

「
慢
心
が
な
い
か
を
省
み
、
も

し
あ
れ
ば
そ
れ
を
置
い
て
い

く
」
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
れ

は
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
時

や
、
仕
事
や
勉
学
だ
け
で
な
く

日
常
生
活
で
も
大
切
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
つ
い
流
さ
れ
が
ち

な
日
常
を
改
め
て
初
め
た
て
の

時
の
よ
う
に
新
鮮
さ
を
持
っ
て

楽
し
む
こ
と
や
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
と
思
わ
な
い

用
心
深
さ
な
ど
に
も
繋
が
る
か

ら
で
す
。

　

例
え
ば
、
今
年
の
３
月
で
震

災
か
ら
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。

笠
間
市
は
東
北
地
方
と
比
べ
る

と
甚
大
な
被
害
は
免
れ
ま
し
た

が
、
当
時
の
こ
と
を
忘
れ
な
い

だ
け
で
も
、
い
ざ
と
い
う
時
の

備
え
や
精
神
的
な
余
裕
に
も
繋

が
り
ま
す
。

　

昔
か
ら
「
初
心
忘
る
べ
か
ら

ず
」
と
い
う
格
言
も
あ
る
と
お

り
、
胸
に
刻
ん
で
お
こ
う
と
思

い
ま
す
。
自
戒
を
こ
め
て
。

（
入
江
）

ちょっと

　　いい話ちょっと

　　いい話

平成29年度　友部地区社協研修
「 避 難 所 開 設 ・ 運 営 研 修 会 」

各支部ごとに発表する役員の皆さん

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

子
ど
も
へ
の
支
援
勉
強
会

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
考
え
る

  

〜
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

社協研修室にて
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お
子
さ
ん

の
入
園
や
入

学
に
必
要
な
、

手
提
げ
袋
や

シ
ュ
ー
ズ
入

れ
な
ど
を
作

る
講
座
を
開

き
ま
し
た
。

　

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
バ
ザ
ー
夢

工
房
」
の
み
な
さ
ん
。
お
子
さ
ん

の
託
児
は
「
と
と
ろ
の
い
え
」
の

み
な
さ
ん
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

２
月
23
日
（
金
）
は
手
さ
げ
袋
、

３
月
７
日
（
水
）
は
シ
ュ
ー
ズ
入

れ
作
り
に
挑
戦
。
会
場
は
、
友
部

社
会
福
祉
会
館
２
階
の
研
修
室
と

和
室
。
と
な
り
を
託
児
室
に
し
、

子
ど
も
た
ち
の
顔
を
時
々
の
ぞ
き

な
が
ら
の
２
時
間
で
し
た
。

　

寸
法
の
測
り
方
、
ミ
シ
ン
、
ア

イ
ロ
ン
の
使
い
方
な
ど
、
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
し
た

マ
マ
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る
作

品
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ぐ
ず
っ
て

い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
最

後
は
笑
顔
で
、

マ
マ
の
作
品

を
持
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

（
藤
森
）

 
子
育
て
マ
マ
の
応
援
講
座

手
さ
げ
袋
・
シ
ュ
ー
ズ
入
れ
を
作
る
2 月23日
３ 月 ７ 日

　

笠
間
市
内
に
は
70
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
は

１
７
９
１
人
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
対
象
に
、
民
生
委
員
が
各

家
庭
を
訪
問
し
「
見
守
り
と
こ
こ
ろ

の
ふ
れ
あ
い
」
を
図
る
も
の
で
す
。

　

訪
問
先
で
会
話
を
す
る
こ
と
で

日
頃
の
生
活
の
不
安
や
悩
み
を
聞

き
、
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
の
な

い
安
心
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
地

域
福
祉
を
目
指
す
た
め
に
平
成
26

年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
心
を
込
め
て
編
み
上
げ
た
〝
ひ

ま
わ
り
〟
の
ア
ク
リ
ル
た
わ
し

（
１
８
３
０
個
）
と
飴
と
市
内
各
小

学
校
（
４
〜
６
年
生
）
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
添

え
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
「
い
た
だ

い
て
嬉
し
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
ひ
ま
わ
り
の
花
び
ら

一
つ
一
つ
丁
寧
に
広
げ
て
袋
詰
め

し
て
い
ま
す
。
ひ
ま
わ
り
は
夜
な

夜
な
編
み
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
お
届
け
く
だ
さ
っ
た
民
生
委

員
さ
ん
、
各
小
学
校
児
童
の
み
な

さ
ん
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

事
務
局
に
は
感
謝
の
お
手
紙
や

お
電
話
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

｜
花
び
ら
に
思
い
を
込
め
て
｜

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
事
業

〇しゅみやいろいろなことをがんばって、元気でいてく
ださい　

〇こんにちは。初めまして。お元気ですか。このごろは
寒いですね。お体に気をつけて寒さに負けない体をつ
くり続けて下さい。そして周りにいる方々と楽しくす
ごすのが一番です。みんなと楽しくいれば楽しくすご
せると思います。元気に長生きしてください。お体に
もじゅうぶん気をつけてください。

・毎回心こめた手づくりの品をありがとうございます。
　皆様によろしくお伝えください。

・メッセージありがとうございます。楽しく読ませていただき
ました。寒さ厳しい毎日ですが、心があたたかくなるような、
うれしいお手紙でした。本当にありがとうございます。どう
か身体を大切に楽しい学校生活をお過ごしください。

　心ばかりのプレゼントと共に私からのお手紙を受けとってく
ださいね。ご家族様にもお身体を大切にとお伝えくださいま
せ。本当にありがとうございます。

笠間市内の小学生、4～ 6年生の
心温まるメッセージを紹介します

～お礼の手紙と電話～

手提げ袋

仲良く遊んだよ

ボランティアさんの協力で作り上げたシューズ入れ

まごころを袋に詰めて

心を編みこんで

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊



住みよいまち　づくりを目指して

第
一
火
曜
日
の
会

１
９
ま
ゆ
玉
で
干
支
「
い
ぬ
」

　
　
づ
く
り
　
10
人
参
加
　

２
13
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」

　
　
見
学
会
　
23
人
参
加
　

３
６
「
春
の
お
花
で

　
　
小
さ
な
ア
レ
ン
ジ
」

　
　

　

社
協
笠
間
支
所
で
、
茨
城
生
物
の

会
会
員
堤つ

つ
み

徳の
り
お郎
さ
ん
（
下
郷
在
住
）

を
講
師
に
迎
え
、
今
年
の
干
支
飾
り

（
戌
）
を
ま
ゆ
玉
で
作
り
ま
し
た
。

　

10
人
の
参
加
者
は
、
堤
さ
ん
か

ら
笠
間
の
養
蚕
の
事
や
、
今
話
題

に
な
っ
て
い
る
ま
ゆ
で
作
る
「
化

粧
水
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
９
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
」

（
愛
称
あ
た
ご
）
は
岩
間
駅
西
口
か

ら
徒
歩
３
分
に
あ
り
ま
す
。

　

正
面
玄
関
を
入
る
と
、
畳
３
帖

　

友
部
社
会
福
祉
会
館
で
、
笠
間

市
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
い
け
ば

な
講
師
成
田
惠
子
さ
ん
を
迎
え
、
小

さ
な
空
缶
に
ピ
ン
ク
の
ス
イ
ー
ト

ピ
ー
な
ど
春
の
花
を
生
け
ま
し
た
。

〜
数
す
く
な
き
は
心
ふ
か
し
〜

　

自
分
の
想
い
を
お
花
に
託
し
て

少
し
の
お
花
で
も
飾
る
人
の
想
い

は
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
お
花
に
は
限
り
が
あ
り

ま
し
た
が
、会
場
は
花
の
香
り
い
っ

ぱ
い
あ
ふ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
々

の
顔
も
明
る
く
華
や
ぎ
、
ア
レ
ン

ジ
し
た
花
を
大
切
に
持
ち
帰
り
ま

し
た
。

程
も
あ
る
〝
愛
宕
山
〟
の
風
景
画
が

と
び
こ
ん
で
き
て
「
ま
ぁ
〜
ス
テ

キ
！
」
と
言
う
声
が
…
。
そ
こ
か

ら
左
に
折
れ
る
と
、
ガ
ラ
ス
張
り

の
広
々
と
し
た
ホ
ー
ル
に
入
り
ま

す
。
西
に
そ
び
え
る
〝
愛
宕
山
〟
が

良
く
見
え
て
、
木
の
香
り
が
漂
う

と
て
も
素
敵
な
空
間
で
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、シ
ャ

ワ
ー
室
が
３
基
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
、
夏
の
登
山
客
な
ど
に
喜

ば
れ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　
〝
山
〟
が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
頃

に
、
再
び
訪
れ
て
み
た
い
場
所
と

な
り
ま
し
た
。　
　
　
（
Ｒ
・
Ｓ
）

平成 30年度「第一火曜日の会」　の予定

問い合わせ 笠間市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL 0296-78-2626 詳しくは、「広報かさま　お知らせ版」をご覧ください

6

　

平
成
23
年
度
か
ら
「
第
一
火
曜

日
の
会
」
が
始
ま
り
、
６
年
が
た

ち
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
よ
り
、

年
４
回
・
内
容
を
充
実
さ
せ
、
再

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　
「
第
一
火
曜
日
の
会
」
で
は
、
１

月
に
社
協
笠
間
支
所
で
ま
ゆ
玉
を

使
っ
た
干
支
の
い
ぬ
づ
く
り
、
２

月
に
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ

ま
」
の
見
学
会
、
３
月
に
友
部
社

会
福
祉
会
館
で
い
け
ば
な
教
室
を

開
き
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
協
議
会
研
修
会
で
は
、
各
地
区

ご
と
に
輪
投
げ
大
会
（
笠
間
地
区
）

福
祉
バ
ザ
ー
（
岩
間
地
区
）
映
画
鑑

賞
（
友
部
地
区
）
を
行
い
、
た
く
さ

ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
に
向
け
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
（
４
講
座
）
を
計
画

し
ま
し
た
。
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

年　月 内　　容 時　間 場　　所
６月 施設見学 10：00〜12：00 地域医療センターかさま

９月 スペシャル 10：00〜14：00 笠間市地域福祉センターともべA館※①

12月 工　　作 10：00〜12：00 社協笠間支所

３月 おやつ作り 10：00〜12：00 笠間市地域福祉センターいわま※②H31

川島館長の説明を聞く皆さん

さあ、生けてみましょう

［注］６〜７頁  ※①笠間市地域福祉センターともべA館（旧友部社会福祉会館）　※②笠間市地域福祉センターいわま（旧岩間保健センター）

25 人参加



このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

住みよいまち　づくりを目指して

7

平成30年度　ボランティア講座の募集について
講座名 開催日時 開催場所 講座について

手話奉仕員養成講座
５月15日（火）〜平成31年３月19日（火）

毎月第１・３火曜日
13：30〜15：30

笠間市地域福祉センター
ともべA館※①

　手話で日常会話を行うのに必要な手話表現技術を
習得し、聴覚障がい者のサポートをしたり、交流活
動をしてみませんか？

傾聴ボランティア講座 ６月13日（水）・６月20日（水）・６月27日（水）
９：15〜12：15 社協笠間支所 　相手の気持ちを受け入れ心を込めて聞くための

学習です。

女 性 の 食 事 学 講 座

5/29（火）　6/12（火）　6/20（水）　7/4（水）　7/19（木）
９：00〜12：00

笠間市地域福祉センター
いわま※② 　「高齢者の食事」について学習し福祉活動について

の理解を深めてもらい、さらにボランティア活動への
参加をしていただくことを目的としています。９/５（水）　９/19（水）　10/３（水）　10/17（水）　10/31（水）

９：00〜12：00
笠間市地域福祉センター

ともべA館※①

男 性 の 食 事 学 講 座

5/31（木）　6/14（木）　6/21（木）　7/5（木）　7/24（火）
９：00〜12：00

笠間市地域福祉センター
いわま※②

　日頃、なかなか台所に立つことが少ない男性の
皆さん、料理作りに挑戦しませんか？また料理の
腕を上げて、ひとり暮らし高齢者へのお弁当作り
ボランティアとして活躍してみませんか？

９/６（木）　９/20（木）　10/４（木）　10/18（木）　11/１（木）
９：00〜12：00

笠間市地域福祉センター
ともべA館※①

　　　友部ボランティアセンター	 TEL 0296-78-2626	 FAX 0296-78-2626
　　　笠　　間　　支　　所	 TEL 0296-73-0084	 FAX 0296-72-3722
　　　岩　　間　　支　　所　	 TEL 0299-45-7889	 FAX 0299-45-6250

その他の講座は、決まり次第「広報かさま　お知らせ版」に掲載します

福祉バザー（地域交流センターいわま）

平成 29 年度ボランティア連絡協議会研修会
ボランティア連絡協議会は各地区ごとに組織されたボランティアの資
質向上を目的に学習会などを行い、仲間づくりや交流を深めています。

　

笠
間
支
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流
会
は
本
年
度
で
４
回
目
の
「
輪

投
げ
大
会
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
館
を
使
っ
て
の
交
流
会
は

笠
間
支
所
の
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
33
チ
ー
ム
が
、
グ
ル
ー

プ
対
抗
で
入
賞
・
飛
び
賞
・
当
日

賞
を
つ
く
り
景
品
に
も
工
夫
を
こ

ら
し
、
楽
し
み
な
が
ら
日
頃
交
流

す
る
こ
と
の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
が
集
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

岩
間
支
所
で
は
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
い
わ
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
Ｐ
Ｒ
・
地
域
住
民
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
福
祉

バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
の
た
め
室
内
に
な
り

ま
し
た
が
、
チ
ン
ド
ン
が
場
を
盛

り
上
げ
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
親
睦
を
図

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

友
部
公
民
館
３
階
の
大
ホ
ー
ル

で
『
あ
ん
』
主
演
樹
木
希
林
の
映
画

鑑
賞
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
や
り
残
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
の
問
い
か
け
で
、
生
き

て
い
く
意
味
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た

映
画
で
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
昼
食
と
交
流
会
が

あ
り
、
話
の
輪
が
広
が
り
、
帰
り

に
は
、
さ
さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

笠間地区
10/4（水）

輪
投
げ
大
会

笠
間
市
民
体
育
館
165 人
　参加

岩間地区
３/９（金）

福
祉
バ
ザ
ー

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
わ
ま
68 人
　参加

友部地区
3/17（土）
映
画
鑑
賞
と
交
流
会

友
部
公
民
館
175 人
　参加

ボランティア募集
問い合わせ先
ボランティアセンター　TEL 0296-78-2626
笠　間　支　所　TEL 0296-73-0084
岩　間　支　所　TEL 0299-45-7889

　

食
事
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
会

食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
予
防
・

生
活
支
援
事
業
の
利
用
者
へ
の
食

事
づ
く
り
活
動
で
す
。

　

楽
し
く
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
、

仲
間
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
ひ
ろ
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
配
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
（
70
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
）
を
利

用
し
て
い
る
お
宅
に
訪
問
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作
り
弁

当
を
届
け
て
い
た
だ
く
活
動
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
直
接
お
弁
当

を
手
渡
し
、
会
話
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
や
安

否
確
認
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
様
々
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
あ
り
ま
す
。
一
緒

に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

活
動
日
、
場
所
等
に
つ
き
ま
し

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



笠間工芸の丘

県立中央病院（施設課・消毒室・リネン室）

岩間第一小学校

いわま保育園

稲田中学校

大原小児童クラブ（ポプラの会）

友部第二中学校　ＪＲＣ委員会

岡本興業（株）

児山　甚子

ともべ保育所

宍戸小学校児童クラブ

友部自動車学校

めぐみこども園

セキスイハイム工業株式会社　関東事業所

くるす保育所

稲田小児童クラブ

泰栄電器株式会社

ともべ幼稚園

ナブコシステム㈱　茨城支店

森田屋

金澤　百花

川松　美佐子

すみれこども園

みか保育園

山中　としい

旭化成メタルズ（株）

畔津　忍

土師地区社会福祉協議会

額田　義文

高橋　信義

茨城県立中央看護専門学校

興野ダンスアカデミー

笠間陽だまり館

こじか幼稚園　

ありんこ

茨城県動物指導センター

岩間第一小学校児童クラブ

小貫　孝子

江幡電気工事店

（有）笠間給食センター　従業員一同

茨城県立友部東特別支援学校小・中・高等部

（有）伊藤石材工業

さくら幼稚園

大田　まき江

大沢保育園

匿名

日用品等
高齢者クラブ原宿会

青柳　けい

塙　よし江

大熊 　綾子

食品等
愛の里

上郷地域うまい米づくり研究会

（株）笠間ソフトメン橋本屋

匿名

川嶋　志乃舞	 ￥2,000

笠間エス・シー協同組合	 ￥2,700

常陸農協　笠間地区花き部会	 ￥20,000

萩谷　憲一	 ￥3,000

ごみを考える会	 ￥5,000

友部読書会連合会	 ￥10,000

(有)笠間給食センター　従業員一同	 ￥6,392

笠間市ボランティア連絡協議会友部支部

	 ￥50,000

匿名	 ￥30,724

　

今
年
は
寒か

ん
と
う冬
な
の
か
。

　

１
月
22
日
（
月
）
の
午
後
よ
り
降

り
出
し
た
雪
は
夜
半
ま
で
降
り
、

23
日
の
朝
起
き
て
み
て
驚
い
た
。

　

何
と
計
っ
て
み
た
ら
17
㎝
も
積

も
っ
て
い
た
。

　

都
心
で
は
23
㎝
、
水
戸
で
は
19

㎝
も
積
も
っ
た
そ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
降
雪
時
に
過
去
に

は
大
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

　

有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
安
政
７

年
3
月
３
日
（
１
８
６
０
年
３
月

24
日
）
に
、
江
戸
城
桜
田
門
外
で
、

水
戸
藩
の
脱
藩
浪
士
17
人
と
薩
摩

藩
士
１
人
が
、
彦
根
藩
の
行
列
を

襲
撃
し
、
大
老
・
井
伊
直な

お
す
け弼
を
暗

日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL 0296-77-0730　FAX 0296-78-3933
笠間支所　TEL 0296-73-0084　FAX 0296-72-3722
岩間支所　TEL 0299-45-7889　FAX 0299-45-6250

時間：13：00〜16：00（受付は 15：30 までにお願いします）

法律相談　※法律相談ご希望のかたは、事前に心配ごと相談でのご相談をお願いします。

平成30年度　心配ごと相談所開設日程表

笠間支所
（毎週火曜日）

本　所
（毎週水曜日）

岩間支所
（毎週木曜日）

社協笠間支所 地域福祉センターともべ A 館 地域福祉センターいわま

４月 3日・10日・17日・24日 4日・11日・18日・25日 5日・12日・19日・26日

５月 1日・8日・15日・22日・29日 ２日・9日・23日・30日 10日・17日・24日・31日

６月 5日・12日・19日・26日 6日・13日・20日・27日 7日・14日・21日・28日

７月 3日・10日・17日・24日・31日 4日・11日・25日 5日・12日・19日・26日

８月 7日・21日・28日 1日・8日・22日・29日 ２日・9日・23日・30日

笠間支所 本　所 岩間支所
第 3 金曜日

10：00 〜12：00
※ 5・６・８・１・３月は第４金曜日

第 1 金曜日
10：00 〜12：00

第 2 金曜日
10：00 〜12：00

お問い合わせ先

場所
月

善意の寄附を「ありがとう」善意の寄附を「ありがとう」（善意銀行預託）
平成29年12月１日〜平成30年２月28日まで（順不同・敬称略）

物                  品

金                  銭

8

殺
し
た
桜
田
門
外
の
変
。

　

昔
仕
事
の
関
係
で
静
神
社
を
訪

れ
た
際
、
居
間
に
桜
田
門
外
の
変

の
絵
が
飾
っ
て
あ
る
の
で
、
何
故

で
す
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
こ
こ

の
神
官
・
斎
藤
監
物
が
こ
の
襲
撃

に
参
加
し
た
と
の
事
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
、
昭
和
11
年

（
１
９
３
６
年
）
２
月
26
日
よ
り
29

日
に
か
け
て
日
本
陸
軍
の
青
年
将

校
ら
が
、
１
４
８
３
人
の
兵
を
率

い
、
昭
和
維
新
等
を
掲
げ
て
起
こ

し
た
二
・
二
六
事
件
。
今
、
世
の
中

で
は
、
大
国
と
小
国
間
で
不ふ

お
ん穏
な

空
気
が
漂
っ
て
い
る
が
、
何
事
も

な
い
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
内
桶
）

編
集
後
記


